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研究発表

Curvilinear Ulysses　　　合田典世

『ユリシーズ』に仕組まれた複雑な言語のネットワークを明らかにする一つの試みとして、本発表では、line とcurveがテクスト上に織り成す言語世界に着目する。lineとcurveが共起するモチーフを丹念に追い、そのモチーフを、妻の不貞を前にしたブルームの心理的葛藤との関連において考察する。さらに、line, curveから派生する言語モチーフも拾い上げ、こうした一見些細な語が形成していくテクスト上のウェブが、『ユリシーズ』の、いわば “curvilinearity” とでも呼ぶべき特質、とりわけ、本小説において本質的な記憶の問題と結びつきうることを立証したい。


茶色いカリュプソのために　　　浅井　学

今更断るまでもないが、"Calypso"はブルームが最初に登場する 挿話である。小説の最初の部分というのは、最後と同様きわめて大事な個所である。それにもかかわらず、ユリシーズ後半の凝りに凝ったテクストと比べて圧倒的に見た目に分かりやすいせいだろうか、"Calypso"はこれまで注目されることは少なかった。試しにMLA International Bibliography で、Joyce,Calypsoというキーワードで検索するとわずか8件しかヒットしない。例えば、"Calypso"同様オデュッセイアの女性キャラクター名を関するほかの挿話で同様に検索すると、"Nausicaa" 38件、"Circe" 60件、"Penelope" 57件と出てくる。もちろん他にも包括的なユリシーズ研究書の一部として扱われることはあったものの、単体論文等の少なさがその人気の無さを物語っているだろう。しかし、自分の名前を冠した挿話の注目度がこれでは、泣く泣くオデュッセウスのことを諦めた健気なカリプソがあまりにもかわいそうである。本発表ではジョイスのテクストに見られるさまざまなモチーフやテーマの絡み合うテクストの結節点をさぐりながら"Calypso"の再検討を行いたい。



シンポジウム：ジョイスと都市／ジョイスの諸都市

司会／講師： 吉川　信 「都市と年――Dublin-Trieste-Zurich-Paris」
　　　講師： 戸田　勉 「ジョイスと都市のユダヤ人」
　　　講師： 宮田恭子 「ジョイスと中世パリ」
　　　講師： 平野嘉彦 「リルケとトリエステ――もしくは地中海」

ジョイスと都市――時間の限られたシンポジウムの主題としてこれはあまりに遠大に過ぎる。ジョイスと都市ダブリンを巡る言説がおおよそすべてのジョイス研究書を埋め尽くしている。翻って、この題目ならばいかなるジョイス論も包括してしまうことだろう。そこでいくらか対象を狭めねばならない。「都市小説」家としてのジョイスに焦点を絞れるかもしれない。

「都市を描いた小説とは、それを読みながらその都市の地図を参照したくなる、あるいは参照が不可欠な小説のことだと、とりあえず定義できるかもしれない。」（清水徹「書物としての都市　都市としての書物」『現代思想』特集＜都市のグラマトロジー＞ pp.68-73）――この「とりあえず」の定義を受け入れれば、『ユリシーズ』は都市小説の代表格と言える。「『ユリシーズ』を読むとは、記憶の集積としての都市を読むことであり、この読書行為は単純な一回かぎりの行為として完結することはありえない。いや、何回かの注意ぶかい読書を繰り返して、かりにこの小説に内包された意味作用のすべてを解読しつくしたとしても、ダブリン市を解読しつくしたことにはならぬ。･･･人間の認識行為を定義として超越した都市がここにある。･･･都市は定義として、ついに光を当てきれぬ暗黒を蔵した場なのだ。」

清水の論に沿えば、ここに「書物」と「都市」のアナロジーが成立する。「書物もまた、定義として、ついに光を当てきれぬ暗黒を蔵している」からである。だが、清水はもうひとつ、「超＝都市」なるものがあると言う。――「ひとがある都市にいて他の都市を想うとき･･･、そのひとは、いま自分の立つ現実の都市の上に不在として措定された他の都市を、あるいは他の都市のイマージュを重ねあわせるだろう。ところがイマージュとは危険な魅惑力をもつものだから、他の都市のイマージュが出現したとき、足下の現実の都市は空無化される。たがいに逆方向に作用するこのふたつの力学に支配された都市とは、ひとがここにいて同時に他処にいるような、いわば超＝都市である。書物のなかにそのようにして、さまざまな土地を交錯させ、重ねあわせて、どこにもない超＝土地の風景を虚像として出現させる、――それもまたビュトールが『土地の精霊』第二巻で試みたことだった。」

ビュトールを言うために選び取られたと思われるこの言説にも、われわれは、「ある都市」にいながら「他の都市」を想い浮かべていたジョイスの姿を考えずにはいられない。そして『フィネガンズ・ウェイク』を知るわれわれならばなおのこと、この「超＝都市」――都市空間の歴史的記憶をも無時間的な彷徨に解消してしまうかのような書物――の具体的な造形に立ち会えるはずである。

今回副題に「ジョイスの諸都市」と添えたのも、彼の描いたダブリンという都市を読むにあたって、彼の現実に生きた都市トリエステ、チューリッヒ、パリとの関係を視野に収めたかったからだ。（都市と作家の関係を考えるにあたっては、トリエステに生きた別の作家に関する情報も有益であるに違いない。そこで今回は特別にゲスト講師もお招きした。）

文学のトポスとして「都市」を考えるのならば、ここでもうひとつの文献を参照しておくのもよいだろう。――「都市小説の主人公といえば、『罪と罰』のラスコーリニコフや、『ユリシーズ』のレオポルド・ブルーム、スティーヴン・ディーダラスを引き合いに出すまでもなく、迷宮さながらに入り組んだ都市のさまざまな局面を、精力的に歩きまわる探索者のイメージを思いうかべてしまう。日和下駄に洋傘のスタイルで下町の陋巷にまぎれこんで行く永井荷風のイメージでもいい。かれらのまなかいにあらわれる街並みの風景は、ゆたかな暗喩や歴史的記憶を内蔵した記号(シニフ)表現(ィアン)として解読されなければならないだろうし、作品のなかに呼びあつめられた橋や通りの固有名詞は、ある懐かしい雰囲気を立ちのぼらせるばかりでなくかれらの生きられた距離を明示するたしかな座標系をつくりだす。」――<空間の文学>を語る前田愛は、このような都市小説に、狩猟・採集民が食料を獲るために自分の足で歩き回った<巡回空間>という起源を思い、また怪物や魔物を求めて遍歴する叙事詩の英雄たち、さらにはピカロ・犯罪者の足跡を追う<推理小説>の探偵を思い浮かべる。そして、すぐれた都市小説と推理小説との境界線がどこにあるかといえば、「主人公にとって都市の解読に進み出ることが、犯跡の追及ではなく、かれらのアイデンティティそのものを都市の表層の背後にかくされた記憶のなかに確認して行く行為を意味しているところに求められるだろう。都市の迷宮に潜り入ることが、同時に内面への旅につながっている微妙な構造に、近代的な都市小説のパラドックスがある。」（前田愛『都市空間のなかの文学』pp.571-72）――主人公のアイデンティティもしくは「内面への旅」に関わって、トリエステの<ユダヤ人>もまた、「超＝ユダヤ人」ブルームの造形を考えるには不可欠な問題系と思われる。（文責：吉川）

シンポジウム：『ユリシーズ』の第８挿話

司会：井上千津子

　既に第４挿話でブルームが家畜や鳥の内蔵、特に羊の腎臓を嗜好することを印象づけられている『ユリシーズ』の読者は、第８挿話のブルームの現在の意識の流れを辿る頃には、彼の飲食物への関心が彼の肉体感覚や鬱屈した性欲などと深く関わっていることを知っている。本挿話は、冒頭で列挙される砂糖菓子、修道僧にクリームをすくってやる “a sugarstick girl”、英皇室御用達の製菓会社の“the warm sweet fumes”のなかで配布される伝道宣伝ビラの「血の生け贄」や「腎臓の燔祭」などのイメージが、ブルームの意識のなかで様々な形の“Sweets of Sin”と絡み合う様子を描く。今回のシンポジウムでは、ブルームがそのような罪意識の「あがない」のために必要な“Hot fresh blood”を求めてDavy Byrneの店に入り、食事を注文する場面(8.741-57)を軸にすすめたいと思う。各発表者の発表要旨は次の通りである。（発表順）


広告に見るブルームの家庭像

今井安美

本挿話は、ブルームの内的独白によって、彼の人物像を読者に伝える挿話のひとつである。特にこの挿話は、妻が数時間後に、自分以外の男と自分の家で逢い引きをしようとしているという、夫として困難な立場におかれているブルームと、それを直視しようとしない彼の態度が、広告という独特の表現方法を用いて描かれ、この作品の中心となるテーマを読者に伝え、考えさせるという点において重要な挿話と言えよう。
複雑な気持ちを抱えながら、図書館を目指して町を行く、広告業者ブルームの目に飛び込んでくる様々な広告の中から、二つの会社――Hely社とPlumtree社――の広告を取り上げて、
（１）何故ブルームはこれらの広告を貶すのか？
（２）「あってこそ至福の家庭」というPlumtree社の壺入り肉はブルームの家にはあるのだろうか？
（３）何故ブルームはレモンの香りのする石けんを大切に持ち歩くのか？
などの問いかけに対する答えを、「ライストリュゴネス族」という挿話名、および広告文の手法と関係づけながら考察し、ブルームの家庭像を浮き彫りにしたい。


食いちぎられたペニス――「ライストリュゴネス族」の神話論理

横内一雄

　「ライストリュゴネス族」はいうまでもなくカニバリズムの挿話であり、カニバリズムを連想させるモチーフは挿話中あちこちにちりばめられている。中でも、ブルームが食事中に想起する、西インド諸島の原住民が白人宣教師のペニスを食べるという内容のリメリックは、近代語の「カンニバルたち」に直接言及していて暗示的である。この戯れ歌に関しては、精神分析批評的な読み方、またはポストコロニアル批評的な読み方が可能であろうが、本発表ではそれらとは違った読み方を提案してみたい。本発表では、まずこの歌が現れるコンテクストを検討し、綿密なテクスト分析を通して、これが「ブルームとボイランの食らい合い」といった隠れたテーマへのヒントになっていることを論じる。さらに、この歌の詩行がばらばらに切断されてテクストに埋めこまれていることを手がかりとして、この挿話における言葉の切断、そしてとりわけそこから浮かび上がってくるカニバリズム的主題、さらにはそうしたカニバリズムの論理によって支配されたこの挿話の神話的宇宙を解読する、というふうに話を広げていきたい。


なぜブルームはチーズサンドイッチを食すのか？
田村　章

『ユリシーズ』第８挿話では、食に関して、政治、経済、歴史、文化、自己形成等、様々の角度から、ブルームの意識を通して問題にされていく。中でも食と宗教との関係は、この挿話の冒頭から問題になっている。結局ブルームが昼食に注文するのは、ゴルゴンゾーラチーズのサンドイッチと赤ワインである。注文の際に、彼の思いはイタリア産のオリーヴの実にも及んでいる。ブルームの食事について、次の点に注目したい。
（１）ワインとパンは、聖餐式におけるキリストの血と体に結びつくこと。
（２）食事がイタリアと結びついていること。
（３）ブルームがチーズについて、強いこだわりをみせていること。
以上の諸点は、カルロ・ギンズブルグの『チーズとうじ虫』で解説されている16世紀イタリアのフリウリ地方に住む粉挽屋、メノッキオ（本名はドメニカ・スカンデッラ、1532年～1599年)の思想と共通の問題を孕んでいる。本発表では、『ユリシーズ』のテクストとメノッキオの思想を比較することを通して、ブルームが選んだ昼食の意義について、新たな角度から考えてみることにしたい。

